	レポート講座　　　　　　　　　　　　　　主催　立命館大学古美術研究会

第２回　著作権と引用

講師：佐藤敬二（法学部教授）




はじめに：本日の予定

1. 先週のレポート返却とコメント

2. 質問への回答

3. 著作権と引用方法

＊個別の質問はメールで  satokei@law.ritsumei.ac.jp

１．質問への回答

· 質問の全文については資料を参照

主要な質問（先週の話しの順序で整理、本日の解説にかかわる質問は省略）

「１．レポートとは何か」にかかわって

・講師は文章構成とオリジナリティのどちらを見ているのか

・レポートと論文の違い

・結論・ないし自説と「アイ」

「２．上手なレポートの書き方」にかかわって

・資料の集め方、整理の仕方→資料の読み方

　　　・関連図書の範囲、読破

・イメージマップが作れない、イメージが貧困だ　・発想力の付け方

・序文の書き方　・直列型の利点　・文体　・素早く読み、選び、書くコツ

　　　

２．著作権

1.他人のものを自らのものとして使用すると著作権侵害

　　←自覚していたか無自覚かは問わない、公表・不公表を問わない

　　→みなさんの執筆したものはおそらく全部が著作権侵害

　　　　（教育目的であるから外部に出さない限り許されている）

　　　　例を一つ：講義の受講

  2.引用の要件（著作権法３２条）

　　　1)「公表された著作物」：未公開のものはだめ

      2)「公正な慣行に一致する」：必要でない場合にはだめ

      3)原文をそのまま引用する

      4)正当な目的のための「正当な範囲内」：多量はだめ

  3.出所の明示（著作権法４８条）

4.利用可能

1) 公文書（法律・命令・判例・広報）

2) 学術的利用や教育的利用

３．引用方法

　→資料参照

